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た。土壌からの潜熱フラックスはそれらの差から求めた。方法 1 と方法 2 で求めた潜熱フラックスの
間の決定係数は、トウモロコシ圃場から 0.71、トウモロコシ樹冠から 0.74、土壌から 0.36 であった。
土壌からの潜熱フラックスの測定には問題が残り、問題点を明らかにする必要があるが、実用的な範
囲で、ボーエン比エネルギー収支法により、作物が栽培された圃場とその圃場の土壌からの潜熱フラ
ックスが測定できることを示した。 
 ペンマン－モンティース式の適用範囲を広げるためには、他の作物についても、吸光係数を得る必
要がある。同様に、他の作物についても、ボーエン比エネルギー収支法の適用性を確認する必要があ
る。 
 このように、本論文は蒸発散量を蒸散量と土壌面蒸発量へ分離するため、それらの測定技術とシミ
ュレーションモデルを検証し、評価したものである。この結果を適用すれば、蒸発散量を蒸散量と土
壌面蒸発量へ分離することができる。また、何らかの方法で、土壌面蒸発量を減らすことができれば、
灌漑水量を減らすことも不可能ではない。以上のように、本論文は灌漑水量削減のために必要な基礎
的研究であり、学位論文として十分な価値を有するものと判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
